
開始 所要 １時間07分　(給水タイム２分) 　(審判)　山下(長崎)、小林(島原)、木下(長崎)、沼田(長崎)
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　４年ぶり14回目出場の星稜中学校が、６度目の決勝戦進出で、５年ぶり ているエースの佐宗が3B2Sからの６球目を左打席からレフトへライナーの

４回目の優勝をした。（第13回=H8、第24回=H19、第33回=H28） ヒットするも後続の上位２者が飛球に倒れた。

　０－０双方無得点の六回裏の星稜は、先頭で主将の竹下が初球をセンター

前にライナーのヒット。続く４番の服部はバントファウル後の1B1Sから３ 　対するオセアンＪｂoy'sは平成21年第26回大会で『HIKONE Jboy's』

球目を三塁前バント。二死後に河上が初球をライト前へのフライ。やゝ深め のチーム名で出場(初戦敗退)し、２回目出場で初の決勝戦進出。前試合の準

に守備していた右翼手は懸命に前進したがグラブに当てて落球。打球と同時 決勝の千葉戦では、ランニング本塁打２本含む４長打の10安打で９－１と

にスタートしていた二走の竹下は三塁も回って生還し、これが決勝点。 大勝したが、決勝では星稜の専徒、佐宗の両左腕投手から無四球の１安打に

　五回までの星稜は毎回安打で三度の得点機を逸した。初回は先頭安打から 封じられた。四回までの専徒に対しては、二回一死後に池内が中前打するも

三犠打二進の一死二塁。二回は四球の二死一塁に石村が左前打の一二塁。四 進塁できず打者13人が４個の空振り三振を喫した。

回には一死後に河上が中越え三塁打。橋本の２球目に三走がスタートのラン・ 　五回からの佐宗には、五回一死後に池内が一ゴロ失で生き、続く三ゴロで

エンド・ヒット。当たりはレフト前のライナーで捕球後に三塁転送で、河上 二進したが後続無し。六～七回は打者６人が４空振り三振に倒れて三塁を踏

は戻れずダブルプレイで得点機を逸すると、五回一死後にこの回から登板し むことができなかった。
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【控え選手】杉本倫太郎⑶、松田湊⑶、福井心都⑶、岩﨑健馬⑶、古池冠太⑶、藤田康心⑶、 【控え選手】中島幹太⑶、島田光⑶、星英人⑶、月縄仁太⑶、中本悠雅⑶、

　　　　　　　林羚矢⑶、清水楓真⑶、吉村優雅⑶、荒木大輝⑶、菊井祐宇⑵ 　　　　　　　村中朝飛⑶、中島海翔⑶、道本想⑵、松本悠良⑵、北虎太朗⑵

12:50

四死球 三振 残塁盗塁

選手20人の学校別内訳は、高月(６)、浅井(６)、朝桜(２)、彦根東(２)、その他４校(４)。
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【決勝】 計 打者 打数 安打 打点 失策

0 23 23 1 0 0 0 0
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投球回数 打者 投球数 安打 三振 四死球 失点

0 0 2 1 2 51 25 22 6 0
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